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普
代
コ
ン
ブ

ラ
ー
メ
ン
に

 村昆布大使が監修、昆布らーめんが          誕生

　　魅力発信し、消費   や販路の拡大へ

　

村
は
特
産
の
コ
ン
ブ
を
使
っ
た

商
品
「
ふ
だ
い
昆
布
ら
ー
め
ん
」

を
開
発
し
ま
し
た
。
発
表
会
を
２

月
10
日
、
盛
岡
市
の
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
開
き
、

県
や
小
売
業
者
ら
約
70
人
が
、
昆

布
ら
ー
め
ん
を
は
じ
め
と
し
た
コ

ン
ブ
商
品
を
試
食
。
コ
ン
ブ
の
活

用
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

昆
布
ら
ー
め
ん
は
コ
ン
ブ
の
粉

末
を
生
地
に
練
り
込
ん
だ
乾
麺

で
、
村
昆
布
大
使
で
盛
岡
市
の
料

理
研
究
家
の
小
野
寺
惠
さ
ん
が
監

修
し
、
奥
州
市
の
小
山
製
麺
（
高

橋
政
志
社
長
）
で
製
造
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

コ
ン
ブ
の
香
り
と
つ
る
つ
る
し

た
喉
越
し
が
楽
し
め
る
一
品
で
、　

小
野
寺
さ
ん
は
「
コ
ン
ブ
は
繊
維

質
が
豊
富
で
健
康
に
も
い
い
の

で
、
女
性
の
人
気
も
集
め
る
は
ず

で
す
」
と
太
鼓
判
を
押
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

昆
布
ら
ー
め
ん
は
２
食
入
り

３
０
０
円
（
税
別
）
。
２
月
20
日

か
ら
盛
岡
市
の
ク
ロ
ス
テ
ラ
ス
盛

岡
、
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

盛
岡
渋
民
店
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
盛

岡
内
の
産
直
、
ら
ら
・
い
わ
て
盛

岡
店
、
サ
ン
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
都
南
、

Ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｋ
で
試
験
的
に
販
売
さ

れ
て
い
る
他
、
村
内
で
は
普
代
駅

の
ふ
だ
い
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
改
良
な
ど
を
経
て
、
４

月
以
降
に
取
扱
店
を
拡
大
し
て
本

格
販
売
し
ま
す
。

会場ではすき昆布などの PR も行われました
小野寺さんが直々に昆布らー
めんを調理してくれました

　

村
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る
と
東

日
本
大
震
災
の
大
津
波
で
、
養
殖

施
設
約
１
３
０
０
台
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
約
９
３
０
台
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

施
設
の
復
旧
が
進
む
一
方
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
風
評
被
害
な
ど
で
村
養
殖
コ
ン

ブ
の
取
扱
量
が
減
り
、
震
災
前
の

平
成
22
年
は
生
産
量
２
５
９
９

㌧
、
水
揚
げ
高
２
億
６
９
６
９
万

円
だ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
28
年

は
生
産
量
１
０
５
３
㌧
、
水
揚
げ

高
１
億
５
０
６
９
万
円
で
、
生
産

量
は
１
５
４
６
㌧
、
水
揚
げ
高
は

１
億
１
９
０
０
万
円
と
そ
れ
ぞ
れ

が
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
養
殖
コ
ン
ブ
の
生
産
量
を
表

し
た
も
の
が
グ
ラ
フ
１
で
す
。
震

災
後
の
平
成
25
年
に
一
度
息
を
吹

き
返
し
、
今
後
の
伸
び
も
期
待
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
下
降

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
グ
ラ
フ
２
の
水
揚
げ
高

を
見
て
み
る
と
、
震
災
後
の
平
成

24
年
は
２
億
７
０
３
５
万
円
と
震

災
前
を
上
回
る
金
額
と
な
り
ま
し

た
。
風
評
被
害
な
ど
が
あ
り
な
が

ら
も
、
そ
れ
で
も
「
コ
ン
ブ
が
な

い
」
と
い
う
現
状
か
ら
取
引
額
が

跳
ね
上
が
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
生
産
量
と
同
じ
く
、

下
降
の
一
途
を
た
ど
り
、
平
成
27

年
に
は
１
億
７
０
６
万
円
と
震
災

前
の
半
分
以
下
の
水
揚
げ
高
と

戦
い
続
け
る
普
代
の
コ
ン
ブ

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
平
成

28
年
は
１
億
５
０
６
９
万
円
と
回

復
の
兆
し
が
見
え
、
次
年
に
希
望

の
光
が
見
え
た
漁
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
村
漁
協
で

の
風
評
被
害
払

ふ
っ
し
ょ
く

拭
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

活
動
な
ど
の
効
果
が
出
て
き
た
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

村
で
も
平
成
27
年
１
月
16
日
に

普
代
産
コ
ン
ブ
の
販
路
拡
大
や
消

費
量
の
増
加
を
目
的
に
、
小
野
寺

さ
ん
に
昆
布
大
使
を
引
き
受
け
て

い
た
だ
き
、
そ
の
魅
力
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
大
使
を
は
じ
め
と

し
た
、
た
く
さ
ん
の
関
係
者
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
風
評
被

害
の
完
全
払
拭
を
目
指
し
、
今
回

開
発
さ
れ
た
昆
布
ら
ー
め
ん
を
機

に
、
コ
ン
ブ
だ
け
に
限
ら
ず
、
村

の
持
つ
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
や
農
林

水
産
物
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
も
一
層
努

め
て
い
き
ま
す
。
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家
庭
や
地
域
の
教
育
力
向
上
な

ど
を
目
的
に
平
成
28
年
度
教
育
振

興
運
動
推
進
大
会
（
同
推
進
委
な

ど
主
催
）
が
２
月
11
日
、
役
場
大

会
議
室
で
開
か
れ
、
児
童
生
徒
や

そ
の
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
約
80

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
各
表
彰
で
は
昨
年

行
わ
れ
た
い
わ
て
国
体
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
一
般
男
子
の
部
で

優
勝
し
た
深
渡
覚

さ
と
る

さ
ん
や
県
や
久

慈
地
区
で
の
各
種
大
会
や
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
で
活
躍
し
た
児
童

生
徒
３
団
体
17
個
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
各
実
践
班
活
動
報
告
が

行
わ
れ
「
黒
崎
・
太
田
名
部
実
践

班
」
「
旭
日
区
・
鳥
居
・
力
持
実

践
班
」
「
中
央
区
・
緑
区
実
践
班
」

「
上
区
・
鳥
茂
渡
実
践
班
」
「
白
井
・

堀
内
実
践
班
」
の
５
つ
の
班
が
、

本
年
度
の
共
通
課
題
で
あ
る
「
情

報
メ
デ
ィ
ア
と
の
上
手
な
付
き
合

い
方
」
や
読
書
活
動
、
世
代
間
交

流
活
動
な
ど
の
成
果
や
課
題
な
ど

を
発
表
し
、
み
ん
な
で
今

後
の
活
動
の
方
向
性
な

ど
を
探
っ
た
他
、
県
北
教

育
事
務
所
の
西
野
悟
社

会
教
育
主
事
か
ら
助
言

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る

運
動
の
充
実
を
図
り
ま

し
た
。

　

教
育
振
興
運
動
は
、
家

庭
や
地
域
の
教
育
力
向

上
や
教
育
環
境
の
整
備
・

充
実
に
努
め
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
る
岩
手
県
独
自
の
運

動
で
す
。

　

村
は
２
月
４
日
で
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
５
年
間
を
達
成
し
、
27
日

に
岩
手
県
警
か
ら
称
賛
状
が
贈
呈

さ
れ
、
久
慈
警
察
署
の
及
川
哲
也

署
長
が
柾
屋
伸
夫
村
長
に
称
賛
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

及
川
署
長
は
「
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
５
年
間
の
記
録
達
成
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
関
係

者
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
な
が
ら
交

通
死
亡
事
故
の
抑
制
に
努
め
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
柾
屋
村
長
は
「
関

係
団
体
皆
さ
ま
の
協
力
に
感
謝

し
、
今
後
も
そ
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心

な
村
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
、
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

村
で
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
最
長

記
録
は
昭
和
61
年
10
月
か
ら
平
成

５
年
12
月
ま
で
の
約
７
年
２
カ
月

で
す
。

　

一
方
で
村
の
平

成
28
年
の
飲
酒
運

転
検
挙
者
数
は
１

人
で
県
内
ワ
ー
ス

ト
６
位
（
県
交
通

安
全
対
策
協
議
会

調
）
。
前
年
は
４

人
の
検
挙
で
、
３

人
減
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で

も
飲
酒
運
転
は
な

く
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
平
成
29
年
は

飲
酒
運
転
検
挙
者

数
ゼ
ロ
も
達
成
し

ま
し
ょ
う
。

県
警
が
村
に
称
賛
状

　

５
年
間
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

教
育
振
興
運
動
推
進
大
会

　

活
動
の
方
向
性
な
ど
を
探
る

　

平
成
28
年
度
第
３

回
保
健
推
進
員
会
議

が
２
月
17
日
、
村
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
平
成
28
年
度
「
３

歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
」

の
子
ど
も
18
人
と
70

歳
で
自
分
の
歯
が
20

本
以
上
あ
る
「
７
０

２
０
」
達
成
者
３
人
、

80
歳
で
自
分
の
歯
が

20
本
以
上
あ
る
「
８

０
２
０
」
達
成
者
３

人
の
表
彰
式
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

村
歯
科
診
療
所
の

藤
原
秀
世
所
長
は

「
私
が
村
に
来
た
こ

ろ
と
比
べ
３
歳
児
の
虫
歯
ゼ
ロ
の

率
は
逆
転
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

食
生
活
に
気
を
配
り
、
７
０
２
０

達
成
者
は
８
０
２
０
を
、
８
０
２

０
達
成
者
は
９
０
２
０
を
目
指
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
受
賞
者
の

皆
さ
ん
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

３
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
の
子
ど
も

は
３
歳
児
健
診
の
際
、
対
象
者
22

人
の
う
ち
18
人
が
虫
歯
ゼ
ロ
、

81
・
８
㌫
と
高
い
数
値
に
な
っ
て

い
ま
す
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

次
の
通
り
で
す
。

　

◆
３
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰

（
写
真
１
）
＝
前
列
左
か
ら
▽
内

澤
葵
（
白
井
）
▽
三
田
地
春
和
（
中

央
区
）
▽
中
田
颯

は
や
と

（
力
持
）
▽
大

村
凜り

來く

（
堀
内
）
▽
泉
山
康
介
（
上

虫歯ゼロなどで 24 人が表彰

健康な『歯』に拍手�

区
）
▽
小
屋
敷
芽い

ぶ

き楓
（
中
央
区
）

▽
及
川
蓮
（
中
央
区
）
▽
太
田
悠ゆ

う

歩あ

（
太
田
名
部
）
後
列
左
か
ら
▽

金
子
絢あ

や

翔か

（
黒
崎
）
▽
大
峠
陽
奈

（
堀
内
）
▽
赤
坂
奏そ

音な

（
白
井
）
▽

熊
本
俐り

珀は
く（

堀
内
）▽
森
田
満み

緑ろ
く（

旭

日
区
）
欠
席
▽
下
川
夢ゆ

め

明あ

（
鳥
居
）

▽
石
花
夢め

唯い

（
堀
内
）
▽
武
田
陽は

る

翔と

（
堀
内
）
▽
日
向
希の

の
か楓

（
鳥
居
）

▽
齋
藤
太
一
（
芦
渡
）

　

◆
７
０
２
０
達
成
者（
写
真
２
）

＝
左
か
ら
▽
中
野
妙た

え

子こ

（
旭
日

区
）
▽
鍋
梨
次
郎
（
緑
区
）
▽
佐
々

木
浩
二
（
上
区
）

　

◆
８
０
２
０
達
成
者（
写
真
３
）

＝
左
か
ら
▽
上
方
ト
ク
（
堀
内
）
▽

畠
山
善
幸
（
田
野
畑
村
）
▽
野
田
口

光
德（
旭
日
区
）　　
　
　

（
敬
称
略
）

　

◆
優
秀
個
人
▽
深
渡
覚

さ
と
る

＝
第
71

回
国
民
体
育
大
会
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
一
般
男
子
の
部
優
勝

　

◆
普
代
小
学
校
▽
森
田
青と

心こ
ろ

（
１
年
）
＝
第
８
回
久
慈
地
方
木

工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
及

び
第
41
回
全
国
児
童
生
徒
木
工
工

作
コ
ン
ク
ー
ル
岩
手
県
大
会
優
秀

賞
▽
野
田
口
太
希
（
４
年
）
＝
第

８
回
久
慈
地
方
木
工
工
作
コ
ン

ク
ー
ル
最
優
秀
賞
▽
片
座
早
彩

（
４
年
）
＝
第
８
回
久
慈
地
方
木

工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
▽

澤
口
亞
海
（
５
年
）
＝
第
８
回
久

慈
地
方
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
最

優
秀
賞
▽
野
田
口
礼ら

茄な

（
６
年
）

＝
第
８
回
久
慈
地
方
木
工
工
作
コ

ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

　

◆
普
代
中
学
校
▽
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
（
代
表
・
森
田
樹

た
つ
き

）
＝
久
慈

地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会
団
体

戦
優
勝
及
び
同
新
人
大
会
団
体
戦

優
勝
及
び
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
団
体
戦
第
３
位
▽
森
田
樹
（
３

年
）、
及
川
仁
（
同
）
＝
久
慈
地

区
中
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
個
人
戦
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
▽
前
川
友
哉
（
３
年
）
＝
同

大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
個
人
戦

（
シ
ン
グ
ル
ス
）
優
勝
▽
葛
形
惠

悟
（
２
年
）、
須
田
信
梧
（
同
）

教振運動推進委表彰者の紹介

みんなの頑張りは、村の活力
おめでとうございます。さらなる活躍を！

＝
久
慈
地
区
中
学
校
新
人
大
会
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
個
人
戦
（
ダ
ブ

ル
ス
）
優
勝
▽
松
葉
智
輝
（
２
年
）

＝
同
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
個

人
戦
（
シ
ン
グ
ル
ス
）
優
勝
▽
砂

子
真ま

さ

生き

（
３
年
）
＝
岩
手
県
中
学

校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
共
通

女
子
砲
丸
投
第
３
位
及
び
東
北
中

学
生
女
子
軟
式
野
球
交
流
大
会
優

勝
及
び
同
大
会
最
優
秀
選
手
賞
▽

赤
坂
誉も

と

基き

（
２
年
）
＝
久
慈
地
区

陸
上
競
技
大
会
２
年
１
０
０
㍍
第

１
位
▽
吹
奏
楽
部
（
代
表
・
上
神

田
千
尋
）
＝
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
岩
手
県
大
会
県
北
地
区
大

会
小
編
成
の
部
金
賞
▽
太
田
葉
月

（
２
年
）
＝
第
36
回
全
国
中
学
生

「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
岩
手

県
大
会
、
盛
岡
地
方
法
務
局
長
・

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
奨
励

賞
▽
柾
谷
美
麗
（
３
年
）
＝
岩
手

県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
佳
作
▽
森
澤
海
星
（
２
年
）
＝

Ｊ
Ａ
共
済
児
童
生
徒
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の

部
」
中
学
２
年
生
の
部
金
賞

　

◆
優
良
活
動
団
体
▽
普
代
オ
ー

シ
ャ
ン
ズ
（
代
表
・
谷
地
一
星
）

＝
第
38
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

軟
式
野
球
交
流
大
会
下
閉
伊
北
部

予
選
優
勝
及
び
第
55
回
田
野
畑
村

少
年
野
球
交
流
大
会
優
勝

３団体 17 個人が表彰されました

７０２０達成者の皆さん

３歳児虫歯ゼロの表彰を受けた子どもたち

８０２０達成者の皆さん

２

３

称賛状を受ける柾屋村長

１

中学生を中心とし、各実践班の活動報告が発表されました
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柾
屋
村
長
は
「
地

域
の
な
り
わ
い
を
含

め
た
あ
ら
ゆ
る
資
源

を
生
か
し
な
が
ら
観

光
・
交
流
・
物
産
な

ど
の
活
性
化
を
担
う

会
社
の
設
立
に
向

け
、
皆
さ
ま
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら

実
現
へ
と
進
め
て
い

き
た
い
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
開
催
さ
れ

た
設
立
発
起
人
会
で

は
、
会
則
や
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
仮
称

だ
っ
た
会
社
名
も

「
株
式
会
社
青
の
国
ふ
だ
い
」
に

決
定
。
旅
行
業
や
特
産
品
の
開
発
・

販
売
な
ど
を
行
う
会
社
と
し
て
、

４
月
３
日
の
設
立
に
向
け
て
、
登

記
申
請
な
ど
の
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
青
の
国
ふ
だ
い
の
役

員
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
代
表
取
締
役
…
普
代
村
長
柾
屋

伸
夫
▼
取
締
役
…
村
漁
協
組
合
長

前
川
健
吾
、
村
商
工
会
長
金
子
昇

▼
監
査
役
…
和
久
税
理
士
事
務
所

所
長
和
久
喜
美
男        （
敬
称
略
）

　

普
代
村
観
光
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
（
仮
称
）
の
設
立
に
向
け
た
、

発
起
の
賛
同
者
ら
に
よ
る
準
備
会

が
２
月
24
日
、
役
場
で
行
わ
れ
、

普
代
村
の
柾
屋
伸
夫
村
長
、
普
代

村
漁
業
協
同
組
合
の
前
川
健
吾
組

合
長
、
普
代
商
工
会
の
金
子
昇
会

長
、
新
岩
手
農
業
協
同
組
合
普
代

支
所
の
戸
舘
久
次
長
、
久
慈
地
方

森
林
組
合
の
橋
上
智
参
事
、
株
式

会
社
岩
手
銀
行
野
田
支
店
の
滝
沢

真
生
支
店
長
と
事
務
局
員
３
人
の

９
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

と
い
う
自
助
意
識
や
地
域
の

防
災
力
強
化
な
ど
を
目
的
に

防
災
講
演
会
が
２
月
18
日
、
役

場
で
開
か
れ
、
住
民
の
皆
さ
ん

ら
約
50
人
が
参
加
し
、
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
防
災
備
蓄
用
品

の
展
示
や
試
食
な
ど
の
普
及

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
た
他
、
盛

岡
地
方
気
象
台
の
和
田
幸
一

郎
台
長
と
岩
手
県
地
域
防
災

サ
ポ
ー
タ
ー
で
岩
泉
町
小
川

地
区
自
主
防
災
協
議
会
の
守
田
敏

正
会
長
に
よ
る
２
つ
の
講
演
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

和
田
台
長
は
昨
年
８
月
に
発
生

し
た
台
風
10
号
の
大
雨
被
害
な
ど

を
解
説
。
「
避
難
情
報
は
、
集
め

た
情
報
を
市
町
村
長
が
検
討
し
た

上
で
発
令
す
る
重
い
判
断
で
す
の

で
、
速
や
か
に
従
が
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

守
田
さ
ん
は
自
身
の
自
主
防
災

協
議
会
が
取
り
組
む
防
災
活
動
を

紹
介
。
参
加
し
た
村
内
各
地
区
の

自
主
防
災
会
の
関
係
者
は
う
な
ず

き
な
が
ら
講
演
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

普
代
小
学
校
５
年

生
に
よ
る
サ
ケ
の
稚

魚
へ
の
給
餌
体
験
と

ふ
化
場
の
見
学
会
が

２
月
17
日
、
緑
区
に

あ
る
村
漁
業
協
同
組

合
の
さ
け
・
ま
す
ふ

化
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

児
童
た
ち
が
約

20
万
匹
い
る
水
槽
に

餌
を
ま
く
と
稚
魚
が

一
斉
に
動
き
出
し
、

餌
に
群
が
り
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
素

早
い
動
き
で
群
が
る
稚
魚
を
見
て

「
来
た
来
た
」
と
歓
声
を
あ
げ
た

り
「
こ
っ
ち
こ
っ
ち
」
と
手
招
き

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
漁
協
の
上
下
哲
也

さ
ん
が
ふ
化
場
の
業
務
内
容
や
ふ

化
の
仕
組
み
を
説
明
。
児
童
た
ち

は
「
使
っ
て
い
る
餌
は
何
で
で
き

て
い
ま
す
か
」
「
水
温
は
何
度
く

ら
い
あ
り
ま
す
か
」
な
ど
と
質
問

し
、
上
下
さ
ん
の
回
答
を
熱
心
に

メ
モ
し
て
い
ま
し
た
。

　

金
子
恵
美
さ
ん
は
「
サ
ケ
の
稚

魚
は
見
た
目
が
黒
く
、
動
き
が
と

て
も
速
か
っ
た
で
す
。
職
員
の
皆

講
演
通
し
、
防
災
力
を
強
化

　

命
を
守
る
避
難
情
報
の
順
守
を

５年生による見学と給餌体験

体験通し、学びを深める

さ
ん
は
天
気
が
悪
い
時
な
ど
は
稚

魚
の
心
配
を
す
る
そ
う
で
、
サ
ケ

の
事
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
ん
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
」
と
学
び
を
深

め
た
様
子
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら

６
年
を
迎
え
た
３
月
11

日
、
追
悼
イ
ベ
ン
ト
「
鎮

魂
の
灯あ

か

り
」
が
普
代
駅

前
の
復
興
ふ
れ
あ
い
広

場
で
開
か
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
並
べ
ら
れ
た

キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
と

も
し
、
犠
牲
者
の
悼い

た

み

に
思
い
を
巡
ら
せ
、
震

災
で
の
教
訓
を
再
度
胸

に
刻
み
ま
し
た
。

　

火
が
と
も
っ
た
キ
ャ

ン
ド
ル
を
高
み
か
ら
見

下
ろ
す
と
「
忘
れ
な
い

３
・
11　

輝
く
未
来
へ
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
」

の
文
字
と
ア
ー
ト
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
応
募
総

数
44
点
の
中
か
ら
普
代
中
学
校
２

年
の
太
田
葉
月
さ
ん
と
同
年
の
野

田
口
和
奏
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
採

用
さ
れ
た
も
の
で
、
開
式
で
紹
介

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
イ
ベ
ン
ト
は
三
陸
沿
岸
道

路
の
村
内
分
の
整
備
を
手
掛
け
る

各
業
者
が
甘
酒
を
提
供
し
た
り
、

観
覧
台
を
設
置
し
て
く
れ
た
り
し

た
他
、
ガ
ラ
ス
瓶
回
収
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
６
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
震
災
当
事
者
の
「
忘
れ
な
い
」

と
い
う
思
い
は
い
つ
ま
で
も

続
い
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

次
代
に
引
き
継
い
で
い
き
ま

す
か
？

　

明
治
、
昭
和
津
波
で
の
惨

事
は
語
り
継
が
れ
、
津
波
記

念
塔
に
は
避
難
の
仕
方
な
ど

の
注
意
事
項
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
も
風

化
に
対
し
て
強
い
危
機
感
を

持
ち
、
い
つ
ま
で
も
語
り
継

い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

追
悼
イ
ベ
ン
ト
「
鎮
魂
の
灯
り
」

　

思
い
巡
ら
せ
再
度
、教
訓
を
胸
に

　３月３日には、明治と昭和の大津波で犠牲
になられた人たちを追悼する津波記念碑慰霊
祭が、中央区と太田名部のそれぞれの津波記
念塔で行われました。
　太田名部の津波記念塔には消防関係者や地
区住民ら約 30 人が参列。参列した皆さんは
黙とうで犠牲者の冥福を祈り、その後、記念
塔に菊の花を手向け、過去の教訓を胸に刻み
ました。

　

普
代
、
九
戸
、
野
田
、
田
野
畑

の
県
内
４
村
連
携
に
よ
る
商
談
会

が
１
月
19
日
、
東
京
都
中
央
区
の

築
地
魚う

お

河が

岸し

で
開
催
さ
れ
、
築

地
魚
市
場
の
仲
卸
業
者
約
60
社
に

各
村
自
慢
の
特
産
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

商
談
会
は
地
域
の
魅
力
な
ど
を

発
信
し
、
４
村
に
眠
っ
て
い
る
高

品
質
な
商
材
を
首
都
圏
へ
売
り
込

む
こ
と
を
目
的
に
実

施
。
築
地
場
外
市
場

に
オ
ー
プ
ン
し
た
商

業
施
設
「
築
地
魚
河

岸
」
で
の
特
産
品
な

ど
の
販
売
に
向
け
、

活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
商
談

会
を
継
続
的
な
取
り

組
み
と
し
て
い
く
た

め
に
築
地
の
仲
卸
業

者
に
よ
る
現
地
視
察
も
実
現
。
２

月
11
日
に
６
社
が
村
を
訪
問
し
、

く
ろ
さ
き
荘
で
商
談
会
を
開
催

し
、
村
内
の
４
社
が
参
加
し
ま
し

た
。
㈲
カ
ネ
シ
メ
水
産
の
金
子
太

一
さ
ん
は
「
自
社
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ

し
、
対
話
の
中
で
前
向
き
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
可
能
性
を
感
じ

ま
し
た
」
と
手
応
え
を
感
じ
た
様

子
で
し
た
。

「㈱青の国ふだい」設立へ
旅行業や特産品の販売担う

　村監査委員
の松葉明人さ
ん （ 5 6 歳 ・
中央区）が２
月 22 日、 岩
手県監査委員
協議会長賞を
受 賞 し ま し
た。松葉さん
は平成 22 年２月から現在までの
７年余り、村の監査委員を務め、
地方自治の振興・発展に尽力して
きました。松葉さんは「決意を新
たにして、なお一層の努力を傾注
してまいります」と受賞の言葉を
述べました。

築地で普代の魅力を発信

村でも商談会を開催
松葉明人さん（中央区）に

県監査委員協議会長賞
明治、昭和の津波記念碑慰霊祭

菊の花を手向け過去の教訓を胸に刻みます

餌をまく５年生の児童たち

避難情報の順守を呼びかける和田台長

表彰をうけた
松葉監査委員

くろさき荘を会場に商談会が行われました

発起人である普代村と賛同する６つの産業団体が固く握手

鎮魂の思いを乗せた 311 個の風船が空に浮かびました
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本はともだち
◆
幼
児
向
け

　

な
つ
み
が
お
も
い
つ
い
た
「
な

に
か
の
ま
ね
を
し
て
お
か
あ
さ
ん

が
あ
て
る
ゲ
ー
ム
」。

　

な
つ
み
は
か
ん
た
ん
だ
か
ら
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
と
い
い
な
が
ら
も
、

お
か
あ
さ
ん
は
な
か
な
か
あ
て
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
さ

い
ご
の
ま
ね
で
な
つ
み
は
…
。

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

図書室へ
　　行こう！

◆
小
学
生
向
け

　

由
宇
の
15
歳
の
誕
生
日
前
日
に

「
Ｘ-

01
」
と
言
い
残
し
て
急
死

し
た
父
親
。
そ
し
て
黒
ず
く
め
の

男
た
ち
が
「
Ｘ-

01
」
を
求
め
て

町
を
破
壊
し
に
や
っ
て
き
た
。

　

一
方
、
ラ
タ
の
住
む
小
国
、
永

依
の
国
は
滅
亡
の
危
機
を
迎
え
て

い
た
。
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
由
宇

と
ラ
タ
の
物
語
。　
　
（
講
談
社
）

普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

★普代村図書室
開室時間：午前９時〜午後５時
�休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX：
�　（0194）36-1044

『
Ｘ-

01
［
壱
］
』

『
な
つ
み
は
な
ん
に
で
も

な
れ
る
』

　みんなでトレイルを歩きましょう。と呼び
掛ける前川さん。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は白井の前川亜由
美さん (25) です。

マイフレンド  Vol.104M Y
F R I E N D

●営業時間  昼 : 11：30～13：30（要予約）　夜 : 18：00～23：00
●定 休 日  昼 : 日曜日・月曜日　　　　 夜 : 日曜日
普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637きんちゃん寿し  ☎35－2290

※要予約　締め切りは 4／ 12まで

特選海鮮にぎり寿司
特 選 海 鮮 丼

各 1,000えん（税込）

4/16（日） 

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

下取り査定０円の車、ローン中の車、車検切れの車など
お気軽にお問い合わせください

自動車高価現金買取り
引取り・書類手続き無料

『
ト
レ
イ
ル
が
大
好
き
で
す
』

　

野
田
村
の
保
育
所
に
勤
め
る
前

川
亜
由
美
さ
ん
。
支
援
セ
ン
タ
ー

を
担
当
し
て
い
て
、
未
就
園
児
を

対
象
と
し
た
親
子
が
集
ま
り
ま

す
。
前
川
さ
ん
は
「
育
児
相
談
を

受
け
た
り
、
育
児
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を
し
た
り
し
て
、
お
母
さ

ん
た
ち
の
『
ホ
ッ
』
と
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
前
川
さ
ん
は
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
大
フ
ァ
ン
。「
歩

か
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
景
色
、
四
季
や
地
域
に
よ
っ
て

咲
く
植
物
の
違
い
な
ど
が
ト
レ
イ

ル
の
楽
し
み
で
す
」
と
魅
力
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
村
南
部
ル
ー

ト
も
先
日
イ
ベ
ン
ト
で
初
歩
行
。

「
南
部
ル
ー
ト
は
ま
さ
に
潮
風
ト

レ
イ
ル
。
潮
風
を
浴
び
な
が
ら
、

波
の
音
な
ど
を
体
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
最
高
で
し
た
」
と
ご
満
悦

の
様
子
で
す
。

　

さ
ら
に
前
川
さ
ん
は
ふ
だ
い
荒

磯
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
。
自
身
の
成

人
式
で
太
鼓
の
鼓
動
が
体
全
身
に

響
い
た
こ
と
、
村
外
の
イ
ベ
ン
ト

で
心
臓
を
鷲
掴
み
さ
れ
る
よ
う
な

感
覚
を
覚
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
入
会
し
ま
し
た
。「
誰
か
の
心

に
届
く
よ
う
な
太
鼓
を
叩
け
る
よ

う
に
稽
古
を
重
ね
て
行
き
ま
す
」

と
前
川
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
い
と
意
気
込
み
ま
す
。

…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

日
本
舞
踊
の
稽
古
か
食
べ
物
目

的
の
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

宮
城
県
の
金
華
山
に
行
き
た
い

で
す
。
景
色
も
き
れ
い
で
金
運
も

ア
ッ
プ
す
る
と
か
な
ん
と
か
。
い

い
所
で
す
（
笑
）

―
村
へ
一
言
。

　

ぜ
ひ
、
ト
レ
イ
ル
の
普
代
ル
ー

ト
を
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

カラオケ１曲 100 円♪

＊ OPEN��19:00~
＊ CLOSE��SUNDAY
＊ TEL��0194 − 35 − 3625
� 080 − 1875 − 1408

ヨ
シ
タ
ケ　

シ
ン
ス
ケ

あ
さ
の　

あ
つ
こ

「鉄山染をいつまでも」

ら
湧
き
出
る
褐
色
の
水
を
利
用
し

た
「
鉄
山
染
」
で
す
。

　

昔
、
萩
牛
地
区
に
あ
る
盛
岡
藩

直
営
の
割
沢
鉄
山
で
働
い
た
人
た

ち
は
沢
水
を
利
用
し
た
風
呂
で
一

日
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

風
呂
で
使
う
手
拭
い
は
沢
水
の
効

果
で
独
特
の
色
に
染
ま
り
、
虫
よ

け
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
現
代
に
復
活
さ
せ
た
の

が
鉄
山
染
で
す
。
沢
水
で
絹
や
布

な
ど
を
染
め
る
と
深
み
の
あ
る
渋

い
色
に
染
ま
り
、
和
装
や
洋
装
、

そ
し
て
老
若
男
女
を
問
わ
ず
着
用

で
き
ま
す
。

　

食
生
活
の
改
善

な
ど
を
目
的
に
、

昭
和
58
年
に
結
成

さ
れ
た
萩
牛
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
。

結
成
当
初
は
７
人

の
会
員
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
２
人

と
少
人
数
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

萩
牛
生
活
研
究

グ
ル
ー
プ
を
象
徴

す
る
よ
う
な
活
動

が
萩
牛
地
区
の
割

沢
鉄
山
跡
の
沢
か

　

同
グ
ル
ー
プ
の

熊
谷
マ
サ
会
長
は

「
萩
牛
地
区
に
あ

る
工
房
で
一
枚
一

枚
手
作
業
で
染
め

て
い
ま
す
。
村
内

で
は
普
代
駅
の
ふ

だ
い
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
や
国
民

宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
で
販
売
し
て
い

ま
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。

　

染
め
体
験
も
行
っ
て
い
て
、
世

代
間
交
流
や
観
光
客
と
の
交
流
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。「
実
際
に

染
物
を
し
、
自
分
好
み
の
デ
ザ
イ

ン
で
作
り
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
達
成
感
も
あ
る
と
思
い

ま
す
よ
」
と
熊
谷
さ
ん
。

　

も
う
一
人
の
会
員
の
和
村
淑
子

さ
ん
は
「
鉄
山
染
を
い
つ
ま
で
も

残
し
て
行
き
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
体
験
を
通
し
、
鉄
山
染
に

興
味
・
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
体
験
へ

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

鉄山染は深みのある渋
い色が特徴です

平成 26 年９月には鉄山染ストールが

いわて特産品コンクールで表彰を受け
ました

萩牛生活研究グループ

子ども園のさく
ら組も染体験を
行いました
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ゆうなちゃんといろはちゃん（右）
（はまゆり子ども園さくら組）

み
た
ち
ゆ
う
な
ち
ゃ
ん
（
三

田
地
柚
奈
、
６
歳
）
か
ら
父
・
勇

治
さ
ん
、
母
・
恵
理
さ
ん
へ

　

と
う
ち
ゃ
ん
は
た
い
こ
や
っ
て

る
し
、
し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ
に
も
の

る
し
か
っ
こ
い
い
よ
。
へ
ん
な
お

ど
り
を
し
た
り
、
か
た
ぐ
る
ま
も

し
て
く
れ
て
お
も
し
ろ
い
ん
だ

よ
。
と
う
ち
ゃ
ん
と
え
い
と
と
す

る
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
が
た
の
し
い
ん

だ
。
こ
ん
ど
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
あ

そ
ぼ
う
ね
�

　

お
か
あ
さ
ん
は
ま
い
に
ち
い
っ

し
ょ
に
こ
ど
も
え
ん
に
い
っ
て
く

れ
て
や
さ
し
い
ひ
と
な
ん
だ
。
で

も
お
こ
る
と
す
ご
く
こ
わ
い
。
い

ま
は
ご
は
ん
を
つ
く
る
お
て
つ
だ

い
を
し
て
る
ん
だ
け
ど
、
こ
ん
ど

は
お
せ
ん
た
く
の
お
て
つ
だ
い
も

し
て
み
た
い
な
。
あ
と
み
ん
な
で

お
ん
せ
ん
に
い
き
た
い
な
�

く
ま
も
と
い
ろ
は
ち
ゃ
ん
（
熊

本
彩
芭
、
６
歳
）
か
ら
父
・
景
介

さ
ん
、
母
・
絵
利
佳
さ
ん
へ

　

ぱ
ぱ
は
い
え
を
つ
く
っ
て
い
る

と
き
が
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
ん
だ

よ
。
そ
し
て
や
さ
し
い
け
ど
お
こ

る
と
す
ご
く
こ
わ
い
ん
だ
。
い
ろ

は
は
、
り
は
く
と
く
れ
は
と
ぱ
ぱ

と
ま
ま
と
お
で
か
け
す
る
の
が
だ

い
す
き
な
ん
だ
。
ま
た
ぱ
ぱ
の
お

し
ご
と
の
お
て
つ
だ
い
を
し
た
い

な
�

　

お
か
あ
さ
ん
は
お
こ
る
と
こ
わ

い
け
ど
、
ほ
ん
と
う
は
か
わ
い
く

て
や
さ
し
い
ひ
と
な
ん
だ
よ
。
お

か
あ
さ
ん
と
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ

こ
す
る
の
が
す
ご
く
た
の
し
い
ん

だ
。
お
り
ょ
う
り
の
お
て
つ
だ
い

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
る
か
ら
ね
。

そ
れ
か
ら
い
つ
か
こ
ん
ぶ
の
お
て

つ
だ
い
し
た
い
な
�

　

次
の
２
つ
の
問
題
を
読
み
、
３

つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
選
び
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
①
は
２
㌻
か
ら
、
②
は

4
㌻
か
ら
の
出
題
で
す
。

　

①
ふ
だ
い
昆
布
ら
ー
め
ん
の
開

発
発
表
会
に
は
約
何
人
が
参
加
し

た
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

50
人　

Ｂ　

60
人　

Ｃ　

70
人

　

②
２
月
４
日
で
村
は
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
何
年
間
を
達
成
し
た
で

し
ょ
う
？

　

Ａ　

３
年
間　

Ｂ　

４
年
間　

Ｃ　

５
年
間　

　
【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
（
地
区
名
）、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の

名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
は
が
き
に

広
報
ふ
だ
い
の
感
想
、
ご
意
見
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
書
い
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　
○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　

普
代

村
役
場　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
○
締
め
切
り
…
４
月
10
日（
月
）　

当
日
消
印
有
効

　
○
２
月
号
の
答
え
…
①-

Ｂ　

②-

Ｂ

　
○
応
募
総
数
…
３
通
で
３
人
が

正
解
で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次

の
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

当
選
者
…
①
大
坪
楓
く
ん
（
久

慈
市
・
１
歳
）
②
滝
澤
啓
光
く
ん

（
久
慈
市
・
５
歳
）
③
滝
澤
光
来

さ
ん
（
久
慈
市
・
８
歳
）

広
報
ク
イ
ズ

大坪楓くん
（久慈市・１歳）

お
父
さ
ん
と
上
手
な
絵
が
描
け
た

か
な
？
○広  

滝澤啓光くん
（久慈市・５歳）

ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
上
手
に
描

け
た
ね
�
○広  

滝澤光来さん
（久慈市・8 歳）

上
手
に
描
け
た
ね
�
○広  

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

　

昨
年
末
か
ら
、
地
域
発
の
旅
行

会
社
を
作
る
イ
メ
ー
ジ
で
、
岩
手

県
沿
岸
部
で
の
観
光
を
盛
り
上
げ

る
事
業
に
加
え
、
地
方
で
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
育
成
す
る
た

め
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
成
果
を
だ
す
の
に
締
切
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
追
い
込
ま
れ
、
充
実
感

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

私
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の「
ジ
」

の
字
も
知
ら
ず
「
普
代
を
全
国
に

伝
え
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る

だ
け
で
し
た
。
そ
の
道
の
第
一
人

者
の
方
々
と
触
れ
、
思
い
を
ぶ

つ
け
て
も
跳
ね
返
さ
れ
、
逃
げ

出
す
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
作
り
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

普
代
で
見
て
き
た
２
年
を
自

分
な
り
に
表
現
で
き
た
成
果
物

と
し
て
岩
手
県
、
全
国
の
方
々

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
広
報
で
私
的
な
こ
と

を
書
く
と
怒
ら
れ
そ
う
で
す

が
、
父
が
亡
く
な
り
、
実
家
は

弟
が
相
続
す
る
た
め
、
宮
崎
に
帰

る
場
所
も
無
く
な
り
ま
し
た
。
で

す
の
で
、
普
代
に
腰
を
据
え
る
の

も
あ
り
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ど
な
た
か
、
土
地
を

売
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
ど
こ
で

も
寝
れ
る
体
質
で
す
し
、
家
は
無

く
て
も
、
昨
年
作
業
し
た
シ
イ
タ

ケ
の
原
木
を
置
く
山
と
、
畑
が
で

き
る
土
地
が
欲
し
い
で
す
。
切
実

に
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
23

　
普
代
を
売
り
込
ん
で
ま
す

今月は
　鬼束隊員です

中央区  三船製菓 ☎35－2020

　大雪の影響で延期されていたみちの
く潮風トレイル普代村南部ルートの開
通イベントが３月５日に開催されまし
た。当日は開通を祝うかのような晴天。
北は青森県八戸市、南は東京都から約
70 人が参加しました。
　参加者の皆さんは三陸鉄道普代駅を
スタートし、商店街、普代水門、太田
名部漁港、ネダリ浜―を通り、くろさ
き荘までの約８㌔㍍を歩き、普代浜園
地「キラウミ」やシーサイドライン、
工事が完了したばかりのネダリ浜遊歩
道など青の国を象徴する圧巻の景色に
魅了された様子でした。
　歩行途中、嵯峨商店では温かい飲み
物が、魚定では甘酒が振る舞われるな
ど、地元の方々からの熱烈な歓迎に参
加者の笑みがこぼれていました。

みちのく潮風トレイル
開通イベントに 70 人�

水門を通過する参加者の皆さん

イベント当日は天気良好�

中央区　上神田精肉店（☎35-2210）　
年中無休� 8:00 から 20:00 まで

春のタン祭り
を開催 !

季節に合わせた衣装でお出迎え（３月３日はひなまつり衣装）

皆さんの新生活を…
お肉とお惣菜で

応援しますよ～�

３/２９(水)は…！大好評

   お誕生日ケーキなどなど…

   ご予約承ります！

黒糖まんじゅう

「普代を全国に」の思いで作った記事をご覧ください
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　仙台国税局では、税務職員を次の通
り募集しています。国税専門官は国の
財政を支える重要な仕事を担う税務の
スペシャリストです。
▶受験資格…①昭和 62 年４月２日か
ら平成８年４月１日生まれの人②平成
８年４月２日以降生まれの人で次に掲
げる人 (1) 大学を卒業した人及び平成
30 年３月までに大学を卒業する見込
みの人 (2) 人事院が (1) に掲げる人と
同等の資格があると認める人
▶申込期間…３月 31 日（金）から４
月 12 日（水）まで※申込みはインター
ネットでの申込みとする。
　インターネットで申し込めない場合
や試験に関するお問い合わせなどは仙
台国税局人事第二課（☎ 022-263-
1111　内線 3236）まで。

　平成 28 年度から遊休農地の課税の
強化が実施されています。毎年実施さ
れている利用意向調査で回答がない
方、農地中間管理機構への貸し付けの
意思を表明しない方、自ら耕作の再開
を行わない方が対象となります。
　詳しくは農林水産省のホームページ
または村農業委員会（☎ 35-2115 内
線 156　※役場農林商工課内）まで。

　毎年農作業の盛んになる４月から９
月にかけて、用水路やため池の水位が
上がり大変危険です。場所によっては
水深が１㍍以上にもなります。
　万が一、誤って転落すると大きな事
故につながり、実際に用水路に転落し
て死亡する事故も発生しています。痛
ましい事故を防ぐためにも用水路やた
め池で遊ばないよう、「遊ばない」「遊
ばせない」「近寄らない」を守り、地
域の皆さんで声掛けをよろしくお願い
します。

久慈地区法律相談
▶期日…４月６日、20日(木)▶時間
…10:30～15:30▶場所…久慈市役所▶
問い合わせ先…久慈市役所生活環境課

（☎ 0194−52−2111）
多重債務者相談

▶期日…４月27日(木)▶時間…９:00
～15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…４月19日(水) 10:00～16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…４月11日(火) ①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00～18:00 ②骨髄
バンク登録（要予約）：15:00～18:00

精神保健福祉相談
▶日時…４月21日(金) 14:00～（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…４月17日(月) 14:00～15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

�困っていたら相談を！

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談

農業用施設での事故に注意

　人事院では、平成 29 年度国家公務
員の採用試験を次の表の通り行いま
す。

試験名 受付期間 第１次試験日

①総合職試験
　（院卒者試　

験・大卒程　
度試験）

3/31（金）～

4/10（月）
4/30（日）

②一般職試験

　（大卒程度
試験）

4/7（金）～

4/19（水）
6/18（日）

③一般職試験　

　（高卒者試　
験）

6/19（月）～

6/28（水）
9/3（日）

※上記受付期間はインターネットでの
受付で、開始時間は 9:00 からです。
　申し込み方法や受験資格など、詳し
くは人事院ホームページ（http://
www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）
または人事院東北事務局第二課試験係

（☎ 022-221-2022）まで。

　村では、小学生から高校生までの医
療費を次の通り全額助成します。
▶助成期間…就学時から 18 歳に達し
た年度の 3 月 31 日まで
▶対象医療機関…保健医療機関と保険
薬局
▶申請に必要なもの…医療費給付申請
書、医療費の領収書、印鑑、健康保険証
　申請は１カ月ごとにお願いします。
学校管理下の負傷・疾病で日本スポー
ツ振興センター法の給付を受ける場
合、そちらが優先されます。お問い合
わ せ な ど は 役 場 住 民 福 祉 課（ ☎
35-2113）まで。

　岩手県土地家屋調査士会二戸久慈支
部では４月１日「表示登記の日」を記
念して次の通り土地家屋についての無
料相談会を開きます。
▶日時 … ４ 月 １ 日（ 土 ）10:00 ～
15:00
▶場所…久慈市文化会館
▶相談内容…土地の分筆・合筆・地目
変更・地債更正登記、建物の新築・増
築・滅失登記、土地・建物の調査測量、
境界問題
▶問い合わせ先…岩手県土地家屋調査
士会二戸久慈支部久慈地区事務局（☎
0194-52-3730）

　平成 29 年４月から翌年３月までの
１年間、引き続き「広報ふだい」の送
付を希望する人は、１年分の送料を次
の通り現金または小為替などで送付す
るか、直接お持ちください。すでに送
料を納めている人、ふるさと普代会会
員の人は除きます。
▶送料…①ヤマト便 1,560 円（130
円× 12 カ月）②郵便 1,680 円（140
円× 12 カ月）
▶送付先…〒028-8392　岩手県下
閉伊郡普代村 9-13-2　普代村役場総
務課広聴広報係
　お問い合わせは役場総務課広報係

（☎ 35-2111　内線 116）まで。

４/１、土地家屋の無料相談

　※義援金、支援金は復興支援事業など
に活用されています。

これまでの合計額　65,165,865円

東日本大震災義援金、支援金
（２月１日〜２月28日分）

これまでの合計額　27,299,558円

ふるさと応援寄付金
（２月１日〜２月28日分、28人）

  ■村内の交通事故《２月》
	 人身事故　０件（０件）
	 物損事故　４件（10件）

 ※（ ）内は１月からの累計
  ■救急車の出動件数《２月》  12件
  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）
 県内33市町村中ワースト順位…11位

（平成29年１月31日現在）
 村内の検挙者数《１月》	０人（０人）
 県内の検挙者数《１月》	21人（21人）

 ※（ ）内は１月からの累計

交通安全 対策情報

お誕生おめでとう（２人）

須田　彪
ひょう

聖
ま

（諒・いおな） 白　井

笹山　結
ゆ

愛
あ

（英幸・愛里） 緑　区

ご結婚おめでとう（０組）

お悔やみ申し上げます（５人）

野﨑　　斉　　上　区 45歳

金子　増男　　黒　崎 82歳

二又　政光　　茂　市 73歳

田澤初次郎　　上　区 89歳

畑　　さよ　　堀　内 85歳

１月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

国家公務員の採用試験
ご存じ
ですか? 台風 10号災害義援金（２月 28日現在）

　累計　3,859,337 円

国税専門官の採用試験

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

広報送料お願いします�
小〜高校生の医療費を助成

いわてで働こう�

合同企業説明会
　　県内就職促進の一環で、次の通

り合同企業説明会を開催します。

○日時…３月 22 日 12:30 ～ 16:30

○場所…ホテル東日本盛岡

○対象…①平成 30 年３月卒業・

修了予定者及び既卒３年以内の人

（大学院・大学・短期大学・高等

専門学校・専修学校）②県内に就

業場所を有する企業

　お問い合わせは岩手労働局職業

安定課（☎ 019-604-3004）まで。

農地所有者の皆さまへ

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎

春のコンタクトレンズ……
現在ご使用の使い捨てコンタクトレンズのデータを
次回から電話で注文できます。

※当店では、ポイントサービス・商品券
でのお買い求めもＯＫです。

聞こえます。デジタル補聴器�
ぜひどうぞ



日 月 火 水 木 金 土

15　　広報ふだい　No.658 ２０１７（H29）３月号　　14

　

平
成
29
年
１

月
31
日
で
支
給

を
完
了
し
た
普

代
村
生
活
支
援

商
品
券
及
び
平

成
29
年
２
月
28

日
で
支
給
を
完

了
し
た
普
代
村

福
祉
灯
油
等
購

入
助
成
商
品
券

の
使
用
期
限
は

ど
ち
ら
も
平
成

29
年
３
月
31
日

ま
で
で
、
各
券

の
使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

支
給
さ
れ
た
方
は
忘
れ
ず
に
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

な
お
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
券
は

「
普
代
村
共
通
商
品
券
」
で
の
配

布
で
す
の
で
、
利
用
の
際
に
は
商

品
券
を
使
用
で
き
る
店
舗
か
確
認

の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
各
商

品
券
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

な
ど
は
役
場
住
民
福
祉
課
（
☎

35-

２
１
１
３
）
ま
で
。

４月のこんなこと、あんなこと

健康ふれあい教室
（萩牛・落合・芦渡）

はまゆり子ども園
始業式

離乳食教室（受付
12:30～12:45、◯保）

はまゆり子ども園
入園式
普代小学校始業式
普代中学校始業
式・入学式

普代小学校入学式

健康ふれあい教室
（旭日区・中央区）

体育施設無料開放日

○保 は保健センター
○北 は北緯40度野球場
○社 は社会体育館
○管 は管理センター
○ふ はふれあい交流
センター
○診 は医科診療所
○Ｂ は海洋センター
○は ははまゆり子ど
も園

◆
議
会
事
務
局
・
政
策
推
進
室
か
ら

　

視
察
で
描
く「
華
の
ま
ち
普
代
」

小屋敷健一様（鳥居）下道勇次様（上区）中居フク子様（旭日
区）前川一雄様（白井）松葉希果様（上区）

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎ 35−2132

普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！

毎月2,000円の商品券が当たるラッキーチャンス。３月当選
者は以下５名です。

大切なお知らせ

　現在使用いただいているカードの使用
期限は 2017 年 6 月 30 日までとなって
おりますのでできる限り使用期限内に有
効活用くださるようご案内いたします。

◆住民福祉課から

使用期限が迫ってます

㈲坂下電化センター  TEL 35－2138　

VHS　　ベータ　8㍉ビデオ　  DV
デジタル
ビデオテープ

二人なかよく
幼稚園の遠足

一生心に残る
名勝負…

いっしょうけんめい
がんばった運動会

思い出の
旅行…

DVD-R
ビデオテープをDVDに�　ベータ・8 ミリ・
DVCのテープからもOK�
当店通常価格1枚120分まで1,500円 (税込）

８ミリフィルムもダビングOKです��
価格応談

26

9

23

3

17

4

11

29

19

26

6

27

7

14

21

28

1

8

22

30

（赤口）

（先負）

（大安）

（先負）

（大安）

（仏滅）

（大安）

（仏滅）

（先勝）

（仏滅）

（赤口）

（大安）

（先勝）

（友引）

（先負）

（赤口）

（先勝）

（友引）

（仏滅）

（友引）

　

第
27
回
河
津
桜
ま
つ
り
が
２
月

10
日
か
ら
３
月
10
日
ま
で
の
約
１

カ
月
間
、
静
岡
県
賀
茂
郡
河
津
町

内
で
開
か
れ
、
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

河
津
桜
は
静
岡
県
の
河
津
町
を

中
心
に
毎
年
２
月
上
旬
か
ら
咲
き

始
め
、
３
月
上
旬
ま
で
の
約
１
カ

月
間
に
わ
た
り
咲
く
早
咲
き
桜

で
、
昭
和
50
年
４
月
に
河
津
町
の

普代村役場各課からのお知らせ・話題

木
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
町
に
よ
る
と
今
年
の
桜
ま
つ
り

は
約
93
万
人
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

村
で
も
昨
年
11
月
19
日
に
河
津

町
か
ら
河
津
桜
の
苗
木
を
寄
贈
い

た
だ
き
、
植
樹
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
２
月
16
日
に
村
議
会
議
員
や

柾
屋
伸
夫
村
長
ら
11
人
が
河
津
町

を
訪
問
。
訪
問
し
た
皆
さ
ん
は
、

桜
ま
つ
り
の
説
明
を

担
当
者
か
ら
受
け
た

他
、実
際
に
視
察
し
、

多
く
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
う「
華
の
ま
ち
・

普
代
村
」
の
未
来
像

を
思
い
描
い
て
い
ま

し
た
。

　

河
津
桜
は
開
花
時

期
が
早
く
、
寒
さ
や

潮
風
に
強
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

数
十
年
後
に
は
村
の

河
津
桜
が
、
い
ち
早

く
咲
く
桜
と
し
て
県

北
地
域
に
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

キャビネ判以上ご注文の方に

MYカレンダープレゼント！

記念写真は美しく仕上げる当店へ

予約受付中！

ライトアップされた河津桜。桜まつりは多くの来場者でにぎわいます

見本
各券の使用はお早めに

　　　　電話  35−2045
　　　　FAX  35−2827中央区髙橋薬局

カトウ写真館普代横町  Tel(35)2594肖像写真
技 能 士

普代オーシャンズ

団 員 募 集

興味のある方は正路（☎ 35-2353）まで

僕
た
ち
と
一
緒
に

   

野
球
を
や
ろ
う
！まずは見学から…
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� � 前月比� 前年比
人　口� 2,814人� （−８）�（−46）
��（男）� 1,378人� （−７）�（−14）
��（女）� 1,436人� （−１）�（−32）
世　帯� 1,157戸� （−５）�（−１）

人口と世帯 ２月末現在

　はまゆり子ども園
ひなまつり会

　はまゆり子ども園（長坂孝志園長、園児71人）のひなまつり会が３月３日、同園のホ
ールで行われ、園児たちはクイズやダンス、ゲームなどを行い楽しみながらひなまつりに
ついて学びました。ひなまつり行事の前から、年少から年長組までの園児が男女２人１組
でひな飾りの前で写真撮影。園児たちは色鮮やかな着物に身を包んで少し照れながら写真
撮影をしました。今月号のウォッチングではかわいらしく着飾ったさくら組 17 人のお内
裏さまとお雛様を紹介します。

▼
今
月
の
11
日
で
東
日
本
大
震
災
か

ら
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
震
災
発

生
時
、
皆
さ
ん
は
な
に
を
し
て
い
ま

し
た
か
？
当
時
の
事
を
思
い
出
す
こ

と
が
東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
こ

と
と
な
り
、
教
訓
と
な
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
▼
村
を
挙
げ
て
の
正

式
な
追
悼
式
は
今
年
で
最
後
と
な
る

予
定
で
す
が
、
毎
年
３
月
11
日
、
14

時
46
分
は
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り
を
捧

げ
、
こ
の
日
ば
か
り
は
、
震
災
で
の

体
験
な
ど
を
思
い
起
こ
す
日
に
し
た

い
も
の
で
す
▼
平
成
28
年
度
も
取
材

に
協
力
い
た
だ
け
る
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
、
広
報
誌
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

下
道
崚
聖

）

さくら組（男子７人、

女子10人、計17人）

の記念写真を紹介し

ます。

①長谷清正くん、下川夢依ちゃん②畠山滉平くん、村尾紗耶ちゃん③柾屋慎太郎くん、赤坂芽音ちゃん④柾屋慎太郎くん、深渡紗那ちゃ
ん⑤柾屋慎太郎くん、大上紗衣ちゃん⑥新田航輝くん、三田地柚奈ちゃん⑦前川藍志くん、髙橋夢空ちゃん⑧前川藍志くん、北田汐野ち
ゃん⑨長澤海湊くん、熊本彩芭ちゃん⑩大上直紀くん、熊谷野乃花ちゃん

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩


